
水銀の自主規制値について（調査結果）
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1 埼玉県 2015年4月 2 シャフト式ガス化溶融方式 ○ ○ 0.05 0.01 20 50 30 0.01

2 東京都 2014年9月 2 ストーカ式焼却方式 ○ ○ ○ ○ ○ 0.05 0.01 10 50 10 0.05

3 神奈川県 2013年予定 3 流動床式焼却方式 ○ ○ 0.01 - 50 50 0.05

4 東京都 2013年3月 2 ストーカ式焼却方式 ○ ○ 0.05 0.01 10 50 10 0.1

5 神奈川県 2012年9月 2 ストーカ式焼却方式 ○ ○ 0.05 0.01 30 50 30 0.05

6 新潟県 2012年6月 2 流動床式ガス化溶融方式 ○ ○ 0.02 30 100 50 0.1

7 茨城県 2012年3月 2 ストーカ式焼却＋灰溶融方式 ○ ○ 0.007 25 70 35 0.1

8 新潟県 2012年3月 3 ストーカ式焼却＋灰溶融方式 ○
○
２段 0.02 50 100 50 0.1

9 神奈川県 2012年3月 3 ストーカ式焼却方式 反応助剤 ○ 0.02 15 50 20 0.01

10 千葉県 2011年12月 2 シャフト式ガス化溶融方式 ○ ○ ○ 0.03 0.01 40 50 50 0.05

11 栃木県 2010年6月 2 シャフト式ガス化溶融方式 ○ ○ 0.01 30 50 43 0.05

12 埼玉県 2010年3月 2 流動床式ガス化溶融方式 ○ ○ ○ 0.02 10 50 10 0.005

13 神奈川県 2010年3月 3 流動床式ガス化溶融方式 ○ ○ ○ ○ 0.03 0.005 10 30 10 0.05

14 栃木県 2009年8月 2 ストーカ式焼却＋灰溶融方式 ○ ○ 0.02 30 50 43 0.05

15 茨城県 2008年3月 2 流動床式ガス化溶融方式
○

＋反応助剤
○
２段

○ 0.03 0.01 10 50 10 0.01

16 東京都 2008年3月 2 流動床式ガス化溶融方式 ○ ○ ○ ○ ○ 0.05 0.01 10 50 10 0.05

17 神奈川県 2007年3月 1 ストーカ式焼却方式 反応助剤 ○ 0.01 25 50 25 0.1

18 栃木県 2007年3月 2 流動床式ガス化溶融方式 ○ ○ 0.01 30 50 43 0.05

19 東京都 2006年12月 2 ストーカ式焼却＋灰溶融方式 ○ ○ ○ ○ ○ 0.05 0.01 10 50 10 0.05

20 千葉県 2006年4月 2 シャフト式ガス化溶融方式 反応助剤 ○ 0.01 20 30 49 0.1

21 東京都 2006年3月 2 ストーカ式焼却＋灰溶融方式 ○ ○ ○ ○ ○ 0.05 0.01 10 50 10 0.05

22 茨城県 2005年10月 2 シャフト式ガス化溶融方式 ○ ○ 0.01 100 100 100 0.1

23 千葉県 2005年3月 1 流動床式焼却方式 ○ ○ 0.04 50 250 430 0.1

24 千葉県 2005年3月 2 ストーカ式焼却方式
活性炭
吸着塔

○ ○ 0.03 0.01 10 30 10 0.01

25 千葉県 2004年2月 3 流動床式ガス化溶融方式 ○ ○ ○ ○ ○ 0.03 0.05 10 30 10 0.01

26 東京都 2002年3月 2 ストーカ式焼却方式 ○ ○ 0.02 20 56 25 0.01
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